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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
 本研究は、人口減少局面・成熟社会において、都市計画制度が市街化の実態や目指す方向性
からかい離している状況を明らかにするとともに、地方分権によって大きな役割を負うことに
なった基礎自治体の役割に着目し、とりわけ土地利用コントロールの方向性について実証的に
検討し、知見を得たものである。 
 研究の方法として、まず先行研究から、市街化調整区域での市街地拡大の実態を確認すると
ともに、市街地における建築規制の活用の状況を整理している。関連する都市計画を職務で担
当してきた申請者（論文筆者）ならではの、実務に基づいた正確な分析から、時宜を得た有用な
解釈と問題提起が行われている。 
 次に、市街地の拡大に顕著な特徴がみられた自治体への現地調査から、土地利用にかかる制
度の違いを掘り下げて検証している。市街地拡大のメカニズムについて、複数の自治体の政策
の違いに着目しその結果を分析し比較した検証は、先行研究でもほとんど見られず、オリジナ
リティの高い実証的な成果が得られている。 
 また、人口減少や少子高齢化が著しいニュータウン（開発団地）について、既成市街地との比
較から建築規制の影響を検証している。その結果、ニュータウンでは、建築規制によって住宅
の建て方や宅地の再編が著しく制限されていることを明らかにした。この論証は、先行研究の
多くがこれまで同様の制度について「建築規制が住環境の維持保全に機能している」と指摘して
きたのに対して新たな視座を提供し、多くの自治体に重要な示唆を与える。 
 さらに郊外住宅団地の再生について、若年齢層の新規居住に必要な賃貸共同住宅や宅地の再
編を認めるルール変更を行う場合の課題を、住民アンケートなどを踏まえて実証的に明らかに
している。既存研究と比較すると、建築規制を緩める場合を想定した住民意識をつぶさに検証
した点に新規性と有用性が認められる。調査・分析の結果、住民が、いわゆるミクロの都市計
画が規制対象とする住宅の建て方などの「ハード」の要素よりも、むしろ新規居住者の生活モラ
ルなど「ソフト」の要素を重要視していることが明らかになった。この論証は、ニュータウンの
再生が全国的な課題となった今、建築規制の方向性を抜本的に見直す議論の一つの契機となり
うる。 
 結論部では、成熟社会においても都市計画による土地利用コントロールが重要な役割を担い、
基礎自治体が主体となってそれを運用する意義を論じ、そのための枠組みを提示している。実
務者の視点を踏まえて論じられた本論文の結論は、都市計画による土地利用コントロールに関
連する政策に、大きな影響を与える知見が導き出されたと認められる。 
 
